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の解

の解

ダブルシグマ関数 を使い定数 平行移動 に対して

を 満たす を 乗数 平行移動 のダブル 完全数という

さらに を完全数のパートナという

の場合の計算例をいくつかあげる

表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

これらの解は各々が個性を発揮していて何か意味のある関係式は見当たらない．

強いて言えば では となる素数 があるようだ

定義方程式は なので を代入すると

ゆえに



以上によって

を満たし は素数 になる



の解

が素数になる場合をパソコンで調べる

表 が素数の解

素因数分解 素因数分解

実は という解もある



表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

ここで第二ブロックの解に注目する

と素数 により書けている

と より

になり

次に第１ブロックに注目する

最初の解は なので

次の解は これが解であることは確認できるだろう これらは擬素数解である

これらしか解がないらしいのだがその証明は極めて難しい この難しさに完全数の存在意義があ

ると言える

第 ブロックの解を若干の仮定の下で求めてみよう

解は素数 の２倍 を仮定（オイラーだって偶数完全数しかできなかったのだから 素

数の仮定は許容できる

は正しい が条件式

は偶数なので と書ける

と奇数 で書けると仮定する

ついでに は と互いに素まで仮定する

となり

なので ゆえに

したがって は素数になる そこで とおくと解が と書

ける また となる美しい関係式が成り立つ このとき安全素数または と

いう



の解

一般に定数 があり おのおのが複数個ある素数 によって 解が と書け

る場合には解をダブル 型解という

の解にダブル 型解が出る場合にこれを 倍積完全数 と言うことにし

よう

倍積完全数 をさらに見つけることは興味ある課題といえよう



表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

が定義式

第二ブロックの解に注目する

表によると と素数 で書けている これを基に次の仮定をおく

解は素数 の 倍 を仮定

このとき は正しい

は偶数なので と書ける

と奇数 で書けると仮定する

が成り立つ ついでに は と互いに素まで仮定する

すると となる

定義式によると なので

ゆえに は素数になる

第一ブロックの解は擬素数解



メルセンヌ素数

メルセンヌ素数

解は素数 の２べき を仮定しさらに は素数 すなわち メルセンヌ素数

とまで仮定する

は正しい が条件式

は偶数なので と書ける ここで は奇素数を仮定する

となる

によって

以上によって が決定できる場合がでて来た が の決定公式である ここで

メルセンヌ素数

例をあげる

不適

このような結果は美しい発見と言ってよいだろう

話の発端は約数和関数で定まる完全数の定義式で ダブルシグマ を使ったらどうなるかと

いう全く成算が成り立ちそうも無い試みから始まった 結果は驚くべきものであった

８２になっても数学をやっていたご褒美と自分では思っている



表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

第二ブロックの解は を満たす

定義式を書き直す

第 ブロックの解では が素数 で成り立つ

仮定 解は素数 の 倍 を仮定

は正しい が条件式

は偶数なので と書ける

と書け は と互いに素まで仮定する 仮定 と奇数 で書けると

仮定する

が成り立つ

によって

が条件式

仮定 と と互いに素な数 で書けると仮定する

が成り立つ

となる

なので は素数に

なる



メルセンヌ素数を離れて

メルセンヌ素数を離れて

表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

のとき定義式を書き直す

第 ブロックの解では が素数 に対して成り立つ

仮定 解は素数 の 倍 を仮定

は正しい が条件式

は偶数なので と書ける

仮定 と奇数 で書けると仮定する が成り立つ

しかし 数表をみると 等が並ぶので を仮定する

仮定 と奇数 で書けると仮定する が成り立つ

ついでに は と互いに素まで仮定する

となる

なので

は素数になる



表 ダブルシグマ完全数 の解

素因数分解　 素因数分解　

定義式を書き直す

のとき第２ブロックの解では が成り立つ

仮定 解は素数 の 倍 を仮定

は正しい が条件式

は偶数なので と書けるさらに は でも割れるので

ついでに は と互いに素まで仮定する

仮定 と と互いに素な奇数 で書けると仮定する

が成り立つ

となる

なので は素数に

なる

以上の計算で 柴田心春さんの助力があった 記して感謝申し上げる

の解が無限にある場合をパソコンで探して以上の数表ができそれを基に推論

している

解が無限にある などの他にあることは確実である

解が無限にある 方程式の ハウスキーと言うことを提案したい

家の鍵のようにこれを使うと無限の解が出ている このような解全体を整数群といいたい

以前 双子座の流星群を家の近くで見たことがある

流星群ではないが 倍積完全数 に出てくる無限個あるらしい整数群を探すことはワクワク

するような体験である

流星群ははかなく消えるがハウスキーで開けた世界の素数が織りなす整数群永遠に消えないので

ある

私の気持ちを率直に言えば 深い森にさまよい眠れる何とかに出会ったときの感動に近い


